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はじめにはじめに

神稲建設株式会社とは神稲建設株式会社とは神稲建設株式会社とは神稲建設株式会社とは

当社は建設業を母体に・不動産事業・健康食品の当社は建設業を母体に・不動産事業・健康食品の
開発販売などを飯田市を拠点に展開する会社で開発販売などを飯田市を拠点に展開する会社で
すすす。す。

昭和昭和5858年より浄化槽事業を始め、下水道終末処年より浄化槽事業を始め、下水道終末処
理場から農業集落排水 小型合併浄化槽まで幅理場から農業集落排水 小型合併浄化槽まで幅理場から農業集落排水・小型合併浄化槽まで幅理場から農業集落排水・小型合併浄化槽まで幅
広く手がけています。専門業種として処理場の設広く手がけています。専門業種として処理場の設
計なども行っています計なども行っています計なども行っています計なども行っています
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実験概要実験概要

｢｢太陽光と風力のハイブリッド発電装置を太陽光と風力のハイブリッド発電装置を｢｢太陽光と風力のハイブリッド発電装置を太陽光と風力のハイブリッド発電装置を
活用した浄化槽でのし尿処理実証実験活用した浄化槽でのし尿処理実証実験｣｣

県内県内180180の山小屋中の山小屋中6060箇所は し尿処理が未処理である箇所は し尿処理が未処理である県内県内180180の山小屋中の山小屋中6060箇所は、し尿処理が未処理である。箇所は、し尿処理が未処理である。

山小屋では空輸した化石燃料により、自家発電が主流で、し山小屋では空輸した化石燃料により、自家発電が主流で、し山小屋では空輸した化石燃料により、自家発電が主流で、し山小屋では空輸した化石燃料により、自家発電が主流で、し
尿処理設備への電力供給も費用負担が課題となっている。尿処理設備への電力供給も費用負担が課題となっている。

再生可能 ネ ギ （自然 ネ ギ ＋バ テリ ）を活用再生可能 ネ ギ （自然 ネ ギ ＋バ テリ ）を活用再生可能エネルギー（自然エネルギー＋バッテリー）を活用再生可能エネルギー（自然エネルギー＋バッテリー）を活用
して電力を確保すれば、し尿処理も促進される。して電力を確保すれば、し尿処理も促進される。

自然環境保全の為、導入しやすい処理方法・発電方式の実自然環境保全の為、導入しやすい処理方法・発電方式の実
証が目的証が目的
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実験概要（実験場所）実験概要（実験場所）

実験場所実験場所実験場所実験場所
木曽駒ケ岳七合目避難小屋木曽駒ケ岳七合目避難小屋

標高約標高約2,400m2,400m

長野県木曽郡木曽町福島１番長野県木曽郡木曽町福島１番
木曽町

長野県木曽郡木曽町福島 番長野県木曽郡木曽町福島 番
地地

（国有林野借用地（国有林野借用地 裏駒ケ岳国裏駒ケ岳国国有 野借国有 野借 裏 岳国裏 岳国
有林６５４有林６５４ほほ林小班）林小班）

木曽駒ケ岳七合目避難小屋（木曽駒ケ岳七合目避難小屋（木曽駒ケ岳七合目避難小屋（木曽駒ケ岳七合目避難小屋（
建物敷地建物敷地1313ｍｍ××1313ｍ＝ｍ＝169169㎡）㎡）

▲麦草岳▲麦草岳
▲駒ヶ岳▲駒ヶ岳

77合目避難小屋★合目避難小屋★
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▲駒ヶ岳▲駒ヶ岳



飯田市

▲麦草岳▲麦草岳
▲駒ヶ岳▲駒ヶ岳

77合目避難小屋★合目避難小屋★
伊那市

木曽町

66



実験概要（実験内容）実験概要（実験内容）

八合目から湧水を約八合目から湧水を約1,8001,800ｍ引き洗浄水ｍ引き洗浄水
として利用し、太陽光と風力のハイブとして利用し、太陽光と風力のハイブとして利用し、太陽光と風力の イブとして利用し、太陽光と風力の イブ
リッド発電装置（リッド発電装置（NENE--80L6H80L6H及び及びNWGNWG--
200200）を活用した浄化槽（）を活用した浄化槽（KBRKBR１１--55型）に型）に200200）を活用した浄化槽（）を活用した浄化槽（KBRKBR１１ 55型）に型）に
ついて、浄化槽の処理能力及び発電装ついて、浄化槽の処理能力及び発電装
置の発電能力の実証試験を行った。置の発電能力の実証試験を行った。置の発電能力の実証試験を行った。置の発電能力の実証試験を行った。

浄化槽の電力の確保の可否浄化槽の電力の確保の可否浄化槽の電力の確保の可否浄化槽の電力の確保の可否

水質・発電量・消費電力量などの調査水質・発電量・消費電力量などの調査
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設備について設備について

浄化槽浄化槽

88

浄化槽浄化槽



設備について(1)設備について(1)

風力発電装置の設置風力発電装置の設置
風力発電機ニッコー製ＮＷＧ－２００発電能力200ｗを２台設置。

太陽光発電装置の設置太陽光発電装置の設置
発電パネル、シャープ製ＮＥ－８０Ｌ６Ｈを北側屋根６枚、南側屋根１２枚
合計１８枚設置。

蓄 装蓄電装置の設置
無水バッテリー、ユアサ製ＭＳＥ１０００ 1000Aｈ×１２台設置。

耐火構造のベンチ兼用カバ を設置耐火構造のベンチ兼用カバーを設置。

高架タンク・給水配管の設置
高架タンク800㍑容量を既存便所横に鋼管でタワ を組建て上高架タンク800㍑容量を既存便所横に鋼管でタワーを組建て上
部に据えつけた、配管途中に量水器を設置した。

制御装置の設置

99

制御装置 設置
風力発電コントローラ・太陽光発電コントローラ・インバータ・タイマー・デ
ーター集積等の制御ボックスを設置。



風力発電装置

高架タンク

トイレ
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浄化槽



発電パネル発電パネル
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制御装置の設置制御装置の設置制御装置の設置制御装置の設置

防水型屋外設置制御盤防水型屋外設置制御盤防水型屋外設置制御盤防水型屋外設置制御盤

太陽光発電コントローラ太陽光発電コントローラ太陽光発電コントロ ラ太陽光発電コントロ ラ

風力発電コントローラ風力発電コントローラ

インバータインバータ

タイマータイマー

データー集積機データー集積機
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再生可能エネルギ について再生可能エネルギーについて

太陽光及び風力発電について太陽光及び風力発電について太陽光及び風力発電について太陽光及び風力発電について
環境負荷の少ない自然エネルギーの利用環境負荷の少ない自然エネルギーの利用

発電機は 無人の避難小屋なので管理ができない発電機は 無人の避難小屋なので管理ができない発電機は、無人の避難小屋なので管理ができない発電機は、無人の避難小屋なので管理ができない

無日照時の電力確保としての太陽光・風力の併用無日照時の電力確保としての太陽光・風力の併用

使用電力量より施設の規模について使用電力量より施設の規模について使用電力量より施設の規模について使用電力量より施設の規模について

最大消費電力を最大消費電力を78W78Wと想定と想定((メーカー公称メーカー公称22割増割増))
45/6045/60分の間欠運転で分の間欠運転で2424時間時間45/6045/60分の間欠運転で分の間欠運転で2424時間時間

発電設備発電設備
ソーラーパネルの枚数ソーラーパネルの枚数1616枚枚(80W)(80W)ソ ラ パネルの枚数ソ ラ パネルの枚数1616枚枚(80W)(80W)
風車風車200W200W××22台台
損失係数を考慮して決定損失係数を考慮して決定

1515

電池は電池は55日間の無風無日照を想定して日間の無風無日照を想定して1,000Ah1,000Ahをを1212台台
放電深度と保守率を考慮して決定放電深度と保守率を考慮して決定



設備について(2)設備について(2)

浄化槽の設置

トレンチ配管（放流配管）の布設トレンチ配管（放流配管）の布設

集水設備の設置集水設備 設置

導水設備の設置

洋風大便器の設置洋風大便器の設置

既存便所内の小便スペースを改修してロータンク改
式大便器を設置。
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浄化槽について浄化槽について

日立ハウステック製日立ハウステック製日立ハウステック製日立ハウステック製

ＫＢＲ１－５型ＫＢＲ１－５型
（ＤＣＰＤ製）（ＤＣＰＤ製）（ＤＣＰＤ製）（ＤＣＰＤ製）

高度処理型５人槽高度処理型５人槽

JISJIS算定基準ではなく算定基準ではなくJISJIS算定基準ではなく算定基準ではなく
過去の山小屋の利用過去の山小屋の利用
簿より利用人員の把簿より利用人員の把簿より利用人員 把簿より利用人員 把
握をして、負荷量で人握をして、負荷量で人
槽算定を行った。槽算定を行った。
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トレンチ配管（放流配管）の布設トレンチ配管（放流配管）の布設

有孔管を１２ 布設し有孔管を１２ 布設し有孔管を１２ｍ布設し、有孔管を１２ｍ布設し、
管廻りに多孔質の溶管廻りに多孔質の溶
岩石 木炭を敷き詰岩石 木炭を敷き詰岩石・木炭を敷き詰岩石・木炭を敷き詰
めて埋め戻し、接触めて埋め戻し、接触
断面積を増やし好気断面積を増やし好気断面積を増やし好気断面積を増やし好気
性菌の繁殖環境を整性菌の繁殖環境を整
えたえたえた。えた。
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集水設備集水設備

集水場所は八合目水場

通年湧水がある

砂塵器200㍑容量・貯水タンク800㍑容量を設置した。
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導水設備導水設備導水設備導水設備

林野庁の許可を得て登山道沿いに八合目から七合目まで林野庁の許可を得て登山道沿いに八合目から七合目まで
立木等に紐で結び固定し導水管を布設立木等に紐で結び固定し導水管を布設

二層ポリエチレン管二層ポリエチレン管ΦΦ２５を岩場に引いた状況２５を岩場に引いた状況
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実験について実験について実験について実験について

77月月2727日～日～ 1010月月1515日までの延べ日までの延べ8181日間の実験デ日間の実験デ77月月2727日～日～ 1010月月1515日までの延べ日までの延べ8181日間の実験デ日間の実験デ
ーター採取を行った。ーター採取を行った。

量水器の指針から使用水量の状況確認を行 た量水器の指針から使用水量の状況確認を行 た量水器の指針から使用水量の状況確認を行った。量水器の指針から使用水量の状況確認を行った。

浄化槽稼動状況を保守点検にて行い水質・ｐｈの浄化槽稼動状況を保守点検にて行い水質・ｐｈの
確認を現地にて行い、又検体を採取し成分分析を確認を現地にて行い、又検体を採取し成分分析を
行った。行った。

データー集積器より、気温・風速・風向・風力発電データー集積器より、気温・風速・風向・風力発電
量・太陽光南側発電量・太陽光北側発電量・消費量・太陽光南側発電量・太陽光北側発電量・消費
電力量・バッテリー電圧を定期的に抜き取り解析を電力量・バッテリー電圧を定期的に抜き取り解析を
行った。行った。
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採取デ タについて採取データについて

浄化槽について浄化槽について
浄化槽保守点検記録票で記載

８月３日・８月17日・９月７日・９月２０日・10月5日・
10月15日 の６回実施

第 者検査機関 計量証 書 交付第三者検査機関の計量証明書の交付
9月7日・9月20日・10月5日・10月15日の４回調査

BOD（生物化学的酸素要求量）

PH（水素イオン濃度）

SS（浮遊物質量）

T－N（全窒素）

2222
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浄化槽点検の様子浄化槽点検の様子

•DO（溶存酸素）の測定状況

24
24



浄化槽点検の様子浄化槽点検の様子

•亜硝酸およびpHの測定状況

25
25
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水質検査結果水質検査結果水質検査結果水質検査結果
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水質検査結果水質検査結果水質検査結果水質検査結果

流入水流入水((汚物汚物))のＢＯＤは、利用人数が少なかのＢＯＤは、利用人数が少なか
った事により、った事により、8.78.7～～13mg/l13mg/lで設計値で設計値((浄化槽浄化槽
の能力の能力 200mg/l200mg/l）より著しく低かった）より著しく低かったの能力の能力 200mg/l200mg/l）より著しく低かった。）より著しく低かった。
放流水のＢＯＤは、放流水のＢＯＤは、0.50.5～～4.3mg/4.3mg/㍑以下で、㍑以下で、
目標値（目標値（20mg/l20mg/l）より著しく低かった。）より著しく低かった。目標値（目標値（20mg/l20mg/l）より著しく低かった。）より著しく低かった。
流入水に対する放流水の流入水に対する放流水のBODBOD除去率は、除去率は、6767--
96%96%であった。であった。
放流水のＳＳも、放流水のＳＳも、4mg/l4mg/l以下で、目標値（以下で、目標値（
15mg/l15mg/l）を下回った。）を下回った。
放流水のＴＮは、流入水の値と比べ減少は認放流水のＴＮは、流入水の値と比べ減少は認
められなかった。められなかった。
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曝気時間と曝気時間と HHの関係の関係曝気時間と曝気時間とｐｐHHの関係の関係

停止時間 ｐH

① 45/60分24時間連続曝気 3 7

曝気条件

① 45/60分24時間連続曝気 - 3.7

② 45/60分16/24時間曝気 8時間/日 6.6② 分 時間曝気 時間

③ 45/60分13/24時間曝気 11時間/日 5.7

••2424時間連続間欠①（１時間中時間連続間欠①（１時間中1515分停止）曝気に比べ８時間分停止）曝気に比べ８時間
②及び②及び1111時間間欠爆気③ではｐＨの上昇が見られた。時間間欠爆気③ではｐＨの上昇が見られた。
••2424時間爆気条件下①でｐＨが低下した原因として、負荷量時間爆気条件下①でｐＨが低下した原因として、負荷量
が少ない条件下で過剰に曝気を行った為、が少ない条件下で過剰に曝気を行った為、アルカリ度が減アルカリ度が減
少少したことが考えられるしたことが考えられる

2929

少少したことが考えられる。したことが考えられる。
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ハイブリッド発電の状況ハイブリッド発電の状況ハイブリッド発電の状況ハイブリッド発電の状況

風力発電は調査期間中 数日プラスに記録された風力発電は調査期間中 数日プラスに記録された風力発電は調査期間中、数日プラスに記録された。風力発電は調査期間中、数日プラスに記録された。

点検保守時において終日、風車が勢い良く回転する事点検保守時において終日、風車が勢い良く回転する事
は確認出来なか たは確認出来なか たは確認出来なかった。は確認出来なかった。

太陽光発電は調査期間中毎日記録された。太陽光発電は調査期間中毎日記録された。

が 曽が 曽北側屋根に６枚、南側屋根に北側屋根に６枚、南側屋根に1212枚設置したが、木曽駒枚設置したが、木曽駒
ケ岳の西側に位置する為、太陽光は北側パネルに早くケ岳の西側に位置する為、太陽光は北側パネルに早く
から当たり １０時過ぎから南側パネルに当たる状態でから当たり １０時過ぎから南側パネルに当たる状態でから当たり、１０時過ぎから南側パネルに当たる状態でから当たり、１０時過ぎから南側パネルに当たる状態で
あった。あった。

発電量は パネル面積南北比発電量は パネル面積南北比22 11に対し 太陽光照射に対し 太陽光照射発電量は、パネル面積南北比発電量は、パネル面積南北比22：：11に対し、太陽光照射に対し、太陽光照射
角度等の違いから面積比と同じ発電量ではなかった。角度等の違いから面積比と同じ発電量ではなかった。
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実験結果（再生可能エネルギ ）実験結果（再生可能エネルギ ）実験結果（再生可能エネルギー）実験結果（再生可能エネルギー）

風力発電風力発電

風力不足から十分な発電を得られなかった。風力不足から十分な発電を得られなかった。風力不足から十分な発電を得られなかった。風力不足から十分な発電を得られなかった。

風力事前調査が設置には必要。風力事前調査が設置には必要。

太陽光発電太陽光発電

安全係数が反映され必要電気量を確保出来た。安全係数が反映され必要電気量を確保出来た。

屋根の日向 角度が良好ならばコンパクト化可屋根の日向 角度が良好ならばコンパクト化可屋根の日向、角度が良好ならばコンパクト化可屋根の日向、角度が良好ならばコンパクト化可
能。能。
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実験結果（浄化槽）実験結果（浄化槽）実験結果（浄化槽）実験結果（浄化槽）

浄化槽の稼動結果

流入負荷は少ないが、排出基準は
満た た満たした。

過曝気に成らない様、運転方法の
調整が必要。調整が必要。
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今後の課題今後の課題

浄化槽の保守管理について浄化槽の保守管理について

利用回数に応じた曝気調整が必要

導水方法について導水方法について

越冬対策切り離し箇所の特定

3535



最後に最後に最後に最後に

今回の実証実験に御協力頂きました関係今回の実証実験に御協力頂きました関係
皆様に感謝致します。皆様に感謝致します。

ご協力いただきました方々(敬称略)
長野県生活環境部地球環境課長野県生活環境部地球環境課

長野県環境保全研究所

木曽町役場企画調整課木曽町役場企画調整課

ニッコー株式会社

神稲建設協力業者
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神稲建設協力業者


